
洲本市中学校の部活動の地域移行についての方針

（「学校部活動」から地域クラブ活動へ）

１ 基本的な考え方

教職員の働き方改革や急速な少子化を背景に、国や県の方針を受けて全国的に進められてい

る中学校の部活動（以下「学校部活動」という。）の地域移行について、洲本市における「基

本的な考え方」、「めざす姿」を次のとおり決定し、地域移行を推進していきます。

子ども達が、スポーツ活動や文化芸術活動等（以下「活動等」という。）に主体的に参加す

ることができる機会は、子ども達が成長する上で大変重要なものとされてきた。

しかしながら、その役割の多くを担ってきた学校部活動は、今後、大幅な生徒数の減少が見

込まれ、生徒が希望する学校単位での活動の維持が困難であることや、何よりも喫緊の課題と

なっている教職員の働き方改革の観点から、学校部活動の継続は困難な状況となっている。

これらを踏まえ、洲本市では、校区に縛られず参加できる地域クラブ活動の推進などを通し

て、学校部活動の地域移行を進めていく。

２ めざす姿

１ 教職員の働き方を見直すことで、学校教育の質の向上を図る。

２ 生徒がやりたい活動等に主体的に親しむことができる機会を創出する。

３ 生徒の活動等を地域が主体的に担うことにより、地域社会全体で子どもを育て、守る社会

を実現するとともに、スポーツ・文化の振興や世代間交流を通した新たなコミュニティの創

出など、活動等を通したまちづくりを推進する。

基本的な考え方に基づき、「めざす姿」を実現するため、

〇令和９年３月３１日までは、従来の学校部活動を継続しつつ、部活動指導員の拡充や

地域クラブ活動の開始に向けた取組を推進する。

〇令和９年３月３１日で学校部活動を終了し、令和９年４月から地域クラブ活動を開始する。
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